
17

1．はじめに
　本校は宮城県仙台市に位置し，機械，電気，
電子機械，化学工業，インテリア，情報技術の
全 6科からなり，全校生徒 935 名（男子 785 名・
女子 150 名）が在籍する工業高校である。
　「もの（技術）づくり，ひと（人材）づくり，
ゆめ（未来）づくり」のキャッチフレーズの下，
学校を挙げて日本の将来を担う高度な技術と技
能をもった人材育成に力を入れており，その成
果として平成 27 年度に「ものづくり日本大賞
文部科学大臣賞」を受賞している。
　昨年度の生徒の主な活動成果として，空手道
部がインターハイに出場し，国体出場も果たし
ている。また，若年者ものづくり競技大会（機
械CAD部門，業務用 ITソリューションズ部門）
に出場し，業務用 ITソリューションズ部門で，
最高位である金賞（厚生労働大臣賞）を受賞し，
ロシアで開催される技能五輪国際大会の出場を
決めた。工業系部門で高校から本大会に出場す
るのは史上初のことであり，めざましい成果を
あげている。

2．実践の背景
　近年，「イノベーション」という言葉に象徴
されるように，産業の活性化のために現状を打
開する斬新な発想，新しいものの創造，それに
伴う技術革新の必要性がうたわれるようになっ
た。このことから専門高校には，ものづくり技
術の向上と同時に，学生のうちから発想力や創
造力を向上させ，自ら問題を見つけ自ら解決す

る力をもった人材の育成が求められている。
　しかし，これらの力を育成するための手法の
情報は多数存在しているが，教員側が主体とし
て生徒の発想力や創造力，問題解決力を育成す
るワークショップは非常に少ない。
　これまで通り高度な技術と技能をもった生徒
の育成を目指すと同時に，グローバル化や発想
力，創造力，問題解決力の向上を目標に掲げ，
ダイソン財団主催の問題解決ワークショップを
導入した。

3．情報技術科における「ものづくり」
　情報技術科 3学年の課題研究は，情報技術，
電気電子技術の他，様々な座学・実習で学んだ
知識技術を活用して「一人 1テーマ」で研究や
製作に取り組んでいる。
　例えば，熱帯魚の飼育が趣味の生徒は，自動
給餌機を製作し，吹奏楽が好きな生徒は自筆が
面倒な記譜を素早く正確にできるソフトをつく
るなど，実践的なものづくりが展開されている。
実際に外部団体のコンテストに応募し，入賞す
るなど，そのレベルは高いものがある。一人で
進める課題研究は，毎年 3年生にとって非常に
大きな重圧だが，その分学習成果がめざましく，
最終的には生徒自身の自信にもつながっている。
　課題研究はもちろん，卒業後も見据えたとき，
「想像力と創造力，問題解決力をはじめ，何ら
かの目標を共有し，共に力を合わせて活動する
協働的な資質能力を高める」ことが求められる。
ダイソン財団のワークショップを通じてそれら

「その問題，解決してみませんか？」
－ダイソン財団「問題解決ワークショップ」を通じた

問題解決力を育成する工業教育の実践－

宮城県工業高等学校　情報技術科　若松　英治
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　我が国の航空機の歴史は明治時代の二宮忠八
の「飛行器」の挑戦に始まり，戦前の軍用機の
著しい発展をみるが，敗戦後は GHQの厳しい
政策により 7年間航空機製造に着手することが
できなかった。その後に国主導の YS-11 機が旅
客機として製造されるが，180 機余りの製造で
打ち切りとなった。旅客機として現在三菱航空
機が中型ジェット機を開発したが納入延期を重
ねている。そんな折りにホンダが 7人乗り超小
型ビジネスジェット機を世に発表し，既に商業
ベースに乗っているという。そのホンダジェッ
ト誕生までの道のりをまとめたのが本書である。
　日本経済新聞社に籍を置く著者は，大阪の町
工場で育ち倒産の憂き目にあった親を見てい
る。本書は，ものづくりの厳しさを目の当たり
にしてきた著者によるホンダジェット誕生のノ
ンフィクションである。
　ホンダは常に独創的な挑戦を続けてきた。本
田宗一郎と藤沢武夫との二人三脚によるものづ
くりへの挑戦は有名な話ではあるが，ホンダス
ピリッツの新たな挑戦が 33 年前にジェット機
の開発としてスタートした。
　このホンダジェットの開発は当初極秘で進め
られ，30 年の歳月を要している。自動車製造会
社が航空機を自力で製造すること自体が驚きで
あるが，更にエンジンと機体すべてを自社製と
する方針を掲げたことも航空機製造の世界では
無謀ともいえる挑戦であった。
　本書はジェットエンジンの開発から始まる
が，そのノウハウがないホンダの技術者は何度
も燃焼実験の失敗を繰り返した末に，エンジン
の構造を一からやり直すという苦難の道のりが
具体的に記述されている。特に「燃焼機」の開

発に苦慮し，英国の航空機部品メーカーに一部
相談するが，さげすまれ堪え忍ぶ航空機後発メ
ーカーとしての苦労がにじみ出ている。
　機体設計においてはエンジンを主翼の上に置
くユニークな機体で注目されるがそのユニーク
なスタイルが故に設計技術に異を唱えられてき
た。そういえばホンダは我が国での自動車開発
でも後発メーカーであったが，独自の技術力で
世界のホンダに躍進した。そのスピリッツがこ
のエンジン・機体開発を成し遂げたといえよう。
　事業化への道のりも同様に難しく，ジェット
機生産の採算性が問われ，試作後に幹部から事
業化を拒まれる。さらに超小型ジェット機のニ
ーズが多く見込まれるアメリカの「型式証明取
得」では，部品，設計，工程・管理等について
詳細にわたって認証される必要があるようだ。
そのため一部他社の技術との提携が必要とな
り，100％自社力ではなくなったが，同クラス
のジェット機としては圧倒的に性能が向上し，
他との差別化を図ることにより販路を拡大する
ことができた。
　ところで，1台の自動車には車種により違い
があるが約 2～ 3万点の部品が使われ，一機の
航空機のそれは機種により大きな差があるが
20 ～ 200 万点が使われているという。そのた
め航空機は安全性において自動車とは比較にな
らない優秀な企業及び技術・技能者が必要とな
る。残念ながら，現在では「型式証明取得」の
ためホンダジェットは胴体，主翼，尾翼，計器
類などはすべてアメリカ製であるという。著者
も我が国の中小企業の参画を具体例をもって述
べているが，今後我が国の頼れる部品メーカー
及び技術・技能者の存在を強く期待したい。
　新たなモビリティへの挑戦は新たな技術・も
のづくりを生み，さらに企業が高度化し，技術・
技能者の高い資質・能力が求められる。
（日経ビジネス人文庫，413 頁，900 円）　　（田中正一）

ホンダジェット誕生物語
－経験ゼロから世界一へ－

杉本貴司　著
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の資質能力を高められることを目標としたワー
クショップを行うこととした。将来性を考え，
情報技術科 1年生を対象として工業技術基礎お
よび，情報技術基礎において展開し受講させる
こととした。
4．ダイソン「問題解決ワークショップ」
　本ワークショップは身近な工業製品を見つ
め，生活の中にある問題解決について自ら考え，
技術の意味や社会との結びつきを学ぶことでエ
ンジニアリングへの興味を生み出し，考える力
とグループワーク（協働）を実現する体験型授
業である。構成は，①担当教員による事前学習
②ダイソン財団によるワークショップの実施
（100 分）③振り返りとまとめとして発展学習
を担当教員が行う 3段階の構成になっている。
　ワークショップ導入に際し，前述したような
資質能力の向上という目標を達成するために，
「生活の中で問題を意識的に発見し，自ら考え，
協働し，問題解決のために行動する」という意
識を高めることを図る学習を展開した。
5．事前学習
　事前学習の内容は次の 2つである。
①　エンジニアリングボックス
　事前学習として，ダイソン財団の製品である
サイクロン掃除機の分解と復元を行いながら，
その機構と工夫について，多くの気づきがあっ
た。解説用 DVDも添付され，作業手順はもち
ろん製品の機構や工夫点を詳しく知ることがで
き，製品の理解を深めることができた。
②　日常生活における問題（課題）発見
　便利な世の中で育った生徒たちは日常生活で
意識的に問題を感じることはほとんどない。

　当初，ワークショップ当日に問題を見つける
事前学習を行う予定であったが，日常生活にお
ける問題点はその場ですぐには考えつかないで
あろうと考え「日常的に問題を見つける意識を
もたせるための準備的な事前学習」を展開した。
　そこで，「イカを焼くと丸まって困る」とい
う問題を解決する「イカクリップ」という製品
を例に事前学習を展開した。この製品はクリッ
プを大きくした形状で挟み込むことで丸まらず
に焼きあがるというもので，ここで意識させた
いことは，イカが丸まって困るということを「容
認するか自分の問題として捉えるか，この意識
の差で日常生活における問題点を見つけ出す力
に大きな違いが生じる」ということである。

　さらに，いくつか既製品の中で「素朴な問題
発見から解決に至った事例」を挙げ，「日常生
活の中で，何も感じず何も考えることがなけれ
ば新たな製品は生まれない」ことを認識させた。
　その上で日常的に見るもの触れるものを見つ
め直し，面倒であるもの不便であるものに対し
効率化，簡素化などの改善の余地がないか考え
ることから始め，ワークショップ当日までの間，
各自が生活の中で不便を感じたことや困ったと
感じるものを 3つ挙げ，可能なら図案化までを
課題とした。

図1　「意識の差」フロー写真1　サイクロン掃除機の分解と復元

写真2　ヒントの得方 写真3　イカクリップ
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　最初に著名な発明家の考え方やエンジニアに
とって大切な意識を教えていただいた後，グル
ープで取り上げる問題点を再確認して，その解
決策を話し合った。事前学習において，「解決
策は身近なところにヒントがある（様々な分野
の道具や知識が劇的な解決に繋がることがあ
る）」ということ，「オズボーンのチェックリス
ト（拡大，縮小，アイデアの融合，代用，順逆
など視点を変えてアイデアを抽出する方法）」
などを学んだこと，限られた時間で解決策を考
えるという緊張感から積極的な意見交換がなさ
れた。
　その後，グループでまとめたアイデアを図案
化し，教室内にあらかじめ準備された資材（ダ
イソン社製品，文房具，工具，緩衝剤，テープ，
段ボールなど事前にダイソン財団から提供され
たもの）を活用し，具現化していった。
　最終的には，実用的な文房具や衛生マスクな
どが考案され，その他の製品（アイデア）も期
待を裏切らないレベルであったため票が割れ審

　そのためワークショップ本番直前の事前学習
では，各自が見出した問題をグループで発表し，
グループで取り組む問題を決定，問題の解決策
を話し合うことができた。
　なお，「協働」という観点から，話し合いに
際して批判はせず肯定的な態度で，誰もが話し
やすい雰囲気をつくることをルールとした。

6．ワークショップ
　ワークショップは，①エンジニアとは②グル
ープ内で扱う問題を再確認（問題解決策決定と
試作品スケッチ）③試作品製作と発表準備④全
体発表⑤審査⑥まとめの流れで展開された。

　吸引力の衰えた黒板消しクリーナーを分解
し，衰える原因をつきとめたことを機に，吸引
力の衰えない新たな黒板消しクリーナーの開発
へと発展した実践例から，「分解することでど
のような構造かを知ることができる」というこ
とや「幅広い理科的な知識がものづくりのヒン
トになる」ということを伝えることができた。
　また，学校で使用する自在ほうきに付着した
ゴミを取り除くのに苦労している先生の姿を見
て，問題解決のために自在ほうき用ゴミ取り機
を開発した実践例から，「普段の生活の中で“困
った”や“不便”が，新たなものを創り出せる

査が難航した。
　各班で取り上げられた問題点は現実的で，そ
の解決策もよく考えられたものであった。中に
は，何十年か前に実際に商品化されていたもの
を彷彿させる製品を考案した班もあり，このこ
とは事前学習と本ワークショップの成果を証明
するものであった。

7．発展学習（事後指導）
　発展授業を 2段階に分けて展開した。
①　県内高校生による「ものづくり」の実践例
　前任校の生徒たちが実践したものづくりが，
どのような視点から問題を発見し，どのように
問題を解決したのかを紹介した。

写真4　エンジニアとは !? 写真5　試作用資材を選ぶ

写真6　アイデアの具現化 写真7　試作品の発表

図2・図3　高校生によるものづくり実践例
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　その後弁理士に依頼し，知的財産の観点から
出前授業を展開していただいた。「様々な商品
から，どのような工夫から商品化され，どのよ
うな観点で他製品との差別化を図っているか」
を知ることができ，遠い存在であった「知的財
産」を肌で感じることができた。また，「権利化」
を見据えたとき，先願されていないか速やかに
調べることができる特許情報プラットフォーム
（J-PlatPat）の活用技術も学ぶことができた。
後に何かを発想した生徒が J-PlatPatで検索し
ている様子が見受けられたことも成果であった。
　また，若年者ものづくり競技大会などで活躍
している情報研究部で同様の授業を展開する
と，研究活動に活かそうと多くの質疑があった。
8．考察・まとめ
　ワークショップ導入当初に，「想像力と創造
力，問題解決力をはじめ，一人ひとり明確に目
標を共有し，共に力を合わせて活動する協働的
な資質能力を高める」という目標を掲げた。
　学習の中で「困ったことを容認するか，自分
の問題として捉えるか，この意識の差は大きい」
こと，「日常生活の中で何も感じず何も考える
ことがなければ新たな製品は生まれない」こと
を認識することができ，生活の中で問題を意識
的に発見し，自ら考え，協働し，問題解決のた
めに行動する意識を高めるための授業展開の結

チャンスである」ことを伝えることができた。
②　弁理士による知的財産学習
　某文具メーカー主催のアイデアコンテストを
紹介し，エンジニアとして「アイデアには価値
があり，それはビジネスチャンスとなり得る」
ことを実感させた。

果，当初の目標を達成することができた。
　ワークショップで実際に商品化されている掃
除機の構造，工夫，デザインにも触れ，エンジ
ニアとしての心構えを学び，グループで意見を
まとめ，短時間で課題を解決し得る試作品がで
きたことから，多くの気づきや主体的な対話や
深い学びを得られたことは大きな成果であっ
た。発展学習で高校生によるものづくりの実践
例から，新たなものの創造は難しいことではな
く，学校生活の中にも多くのヒントがあること
を実感し権利化までの流れも掴むことができた。
　生徒たちから多くの反響があった。特に，技
能五輪国際大会に出場する生徒から「何かをつ
くり出すときにアイデアが思い浮かびにくかっ
たが，普段の生活の中で面倒だと感じたことを
解決しようとする意識がすばらしいアイデアを
生み出すきっかけになることが分かった。今後
の活動において重要なことを学ぶことができた
良い時間だった」という感想があった。生徒の
前向きな姿勢を維持するためにも，機会を捉え
様々なアプローチをし続け，実際にものづくり
につなげることが今後の課題である。また，校
内全体で今回のようなワークショップに取り組
み，かつ持続的な学習にするためには，各科に
おいてワークショップに取り組める教員を増や
していくことが必要であると考える。
　今回の事前・展開学習を含めたワークショッ
プで生徒一人ひとりの発想力，創造力，課題解
決力の向上が見受けられ大きな成果が得られた
ことから，次世代を担うエンジニアを育成する
上で，初期段階で取り組ませるには最適なプロ
グラムであったと言える。

9．参考
ダイソン財団ワークショップ URL

　www.jamesdysonfoundation.jp

信越ワークス社製イカクリップ（楽天市場）
　https://item.rakuten.co.jp/idea-happy-life/
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